
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南阿蘇村立南阿蘇中学校 学校だより 

№ １ 

R3．5．7（金） №5 小栁 弘志 

ゴールデンウイーク明けの５月 

６日(木)に行われました。当日は

選手１２名の準備や着替えの場所として、本校の体育館が７：３０～１３：３０まで使用

されました。本校からも３年２組の宮田鉄平さんが、聖火をつなぐ南阿蘇第４番目の走者

として走りました。 

第１走者：船木 崇史 さん 

第２走者：河津 譲二 さん 

第３走者：菅  彰斗 さん 

第４走者：宮田 鉄平 さん 

第５走者：徳永 知花 さん 

第６走者：浅尾比呂加 さん 

第７走者：池松 公成 さん 

第８走者：高瀬 大輔 さん 

第９走者：山下みなみ さん 

第10走者：山本 広文 さん 

第11走者：中尾 有沙 さん 

第12走者：東海大学九州キャンパス グループランナー さん 

リスクレベル５でなければ、感染症対策を徹底して、 

３年生全員で応援に行く予定でしたが、断念し、学校で 

の応援に代えました。私だけ中学校から現地まで走って 

行って写真を撮ってきました。トーチランの様子が右側 

の写真です。 

聖火リレーの様子は、インターネットのライブ中継で 

ご覧いただけます。走者１人ひとりの走る様子と、思い 

が画像とテロップ※で流されます。今回、学校に帰ってから私も見ましたが、元気が出ます。

頑張ろうと思います。印象的だったのが、選手の方々が沿道の応援者に｢ありがとうござい

ます｣と言いながら走っていた姿です。保護者のみなさまも、ぜひご覧ください。 

※テロップには２年前に取材された各選手のメッセージが書いてあります。 

聖火リレー 南阿蘇でトーチをつなぐ    

https://nhk.jp/torch 

 

                                      みなさまもご存じ 

                               のように、現在、学

校からの緊急連絡に｢南阿蘇中安心安全メール｣を使っていますが、これは協賛事業所の協

力があり、運用することができています。協賛事業所は｢ゆめタウン光の森｣様、｢熊本日日

新聞社赤水販売センター｣様、｢ハイコムウォーター株式会社｣様 の３社です。 

令和２年度は新型コロナウイルスや自然災害のため９７回使いました。今年度もすでに

１０回使っています。学校を支えていただく、様々な方の協力で学校の活動が成り立って

います。 

ところで、まだ登録がお済みでない保護者の方がいらっしゃいます。週末には、登録を

済まされるようにお願いいたします。登録の仕方についてはＰＴＡ総会資料の中にありま

すので、お尋ねがありましたら学校までお問い合わせください。 

 

 

南阿蘇中安心安全メールに協賛いただいています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ お知らせ 

① ４月２０日に配付した｢これからの新型コロナウイルス感染症の 

対応について｣の文書をもう一度ご確認ください。ホームページ 

にも載せています。 
 
② 今年度の体育大会が５月２３日(日)に予定していますが、今年も、 

コロナ対策を取りながらの実施となります。詳しくは、後日お知 

らせします。また、生徒は来週から体育服登校になります。 

 

ゴールデンウイークが終わって学校が始まった５月６日の朝一番に新型コロナウイルス

感染症について以下のような話をしました。 

新型コロナウイルスの第４波が押し寄せている今、これからは、注意していても、感

染者や濃厚接触者になることがあります。そんな人に対して、偏見の目で見たり、近寄

るな、来るなと差別するのではなく、その人の心に寄り添ったり、その立場に立っても

のごとを考えたりできるようにしましょう。｢優しさや温かさのある生徒｣が南阿蘇中ブ

ランドの１つだと先生は思っています。また、改めてコロナウイルス感染防止対策に徹

底して取り組みましょう。 

先日４月２０日に｢これからの新型コロナウイルス感染症の対応について｣という文書

を配付しましたが、そこに書いていたように、保健所から濃厚接触者と判定された場合

は、陰性でも２週間「自宅待機」となります。学校に来たくても家で過ごさなければな

りません。自分がそうなった場合を想像してみてください。勉強が一緒にできない不安、

部活ができない不安、いろんな不安が出て 

くると思います。だからこそ、感染者や濃 

厚接触者になった人のために自分ができる 

ことを考えてください。先生達も考えて、 

学校に出てこられない間は、リモートで授 

業に参加できるようにタブレットを使った 

授業等を工夫して行います。 

今回の場合は、こうしてみなさんに話す 

時間がありましたが、感染者が出た場合は、 

話す間もなく臨時休業(休校)になります。その時、偏見や噂話に振り回されて差別する

側になるのか、差別をなくす側になるのか自分自身が試されます。差別をなくす側にな

りたいですね。 

この後、各クラスで担任の先生が重ねて話をしました。 

不安を差別につなげちゃいけない 


